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　（株）JTB沖縄（杉本健次社長）など8団体（那覇商工会議所含む）が10月14日（水）「Go To Eatプレミアム

付き食事券事業」の記者会見を行いました。飲食店の登録は10月26日（月）から「【公式】GoToEatキャン

ペーンおきなわ」専用サイトで受け付ける。またプレミアム付き食事券の販売、利用は11月17日（火）に始め

る。プレミアム付き食事券は購入額に25％が上乗せされる。プレミアム付き食事券は紙券、電子券との2種類

があり、ともに同サイトから申し込みを

する。紙券は申し込み後ファミリーマー

ト各店内に設置されている情報端末

ファミポートで発行し、レジで代金を支

払う。電子券は沖縄銀行が発行する。申

し込みと支払いをするとＱＲコードが発

行され、飲食店で読み取ることで利用で

きる。

　当所上間副会頭は「できるだけ多くの

飲食店に参加してもらい、多くの県民に

利用してほしい」と呼びかけた。

　10月1日（木）、石嶺伝一郎  沖縄県商工会議所連合会会長（那覇商工会議所会頭）は、政府の新型コロナウイ

ルス感染症対策を担う西村康稔  経済再生担当大臣との意見交換を行いました。

　石嶺議長は、「コロナウイルスの影響を受け、中小小規模企業は回復の兆しが見えない中で日々耐え忍んでい

る状況にある。次のコロナの波があったとしても、社会経済活動の流れを止めないよう施策・ご支援を引き続き

お願いしたい。沖縄では８月に県独自の緊急事態宣言が出され、那覇市の商店街では廃業・休業が多く深刻な

状況にある。資金支援については、継続拡充を引き続きお願いしたい。また、建設業界については、今のところ大

きな影響は受けていないが、来年に向けての民間工事に対する先行きが不安という状況にある。公共工事に対

するご配慮を頂きたい」と現状を報告し、資金支援策などを要望しました。

　西村大臣からは、「沖縄の場合、特に観光が大きな影響を受け、中小企業の皆様は厳しい状況に置かれている

と認識している。感染拡大防止策をしっかり取りながら、経済との両立をさせていく。ＧｏＴｏキャンペーンをはじ

めとする様々な施策、感染防止策を取っていきながらしっかり広げていければと考えている。サプライチェーン

の再構築やデジタル化も進め、沖縄経済の発展に向けて支援をしていきたい」と述べました。

意見交換会には、他にも沖

縄県商工会連合会、沖縄

経済同友会、沖縄県経営

者協会、沖縄観光コンベン

ションビューローから代表者

が出席し、各団体の現状の

報告などが行われました。

「Go To Eat プレミアム付き食事券事業」のＰＲをする各事業団体の代表者ら

意見交換会の様子意見交換会後の集合写真

西村経済財政政策担当大臣と沖縄の経済団体との意見交換会

Go To Eat Campaign

Exchange of opinions
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飲食店に参加してもらい、多くの県民に

利用してほしい」と呼びかけた。

　10月1日（木）、石嶺伝一郎  沖縄県商工会議所連合会会長（那覇商工会議所会頭）は、政府の新型コロナウイ

ルス感染症対策を担う西村康稔  経済再生担当大臣との意見交換を行いました。
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　西村大臣からは、「沖縄の場合、特に観光が大きな影響を受け、中小企業の皆様は厳しい状況に置かれている

と認識している。感染拡大防止策をしっかり取りながら、経済との両立をさせていく。ＧｏＴｏキャンペーンをはじ

めとする様々な施策、感染防止策を取っていきながらしっかり広げていければと考えている。サプライチェーン

の再構築やデジタル化も進め、沖縄経済の発展に向けて支援をしていきたい」と述べました。
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「めんそーれ！おいしいOKINAWA×TOKYO　　
　　の大商談会」を開催しました。

　沖縄では初開催となる本商談会は、東京都、東京商工会議所、那覇商工会議所の共催として開催し、県内食
品製造事業者59社と東京都内の百貨店・スーパー等のバイヤー31社が那覇市民体育館に集まり、大きな賑わ
いを見せていました。
　10月1日に行われました商談会につきましては、第１部は展示試食会、第２部は商談会として開催し、コロナ
禍で開催されたリアル商談会として感染予防策を徹底した会場では、各社自慢の逸品が展示され熱のこもっ
たセールストークで商品の魅力を伝えていました。
　試食会では、商品を直接手に取ってもらい試食をし、その場で意見を頂くなどスムーズな商談が見受けられ
ました。その後の大商談会では、25分の商談を7回設け、入れ替わり商談を行いました。（全体で217件の商談
を行うことができました）各社ともにバイヤー席へ自社商品を持ち寄り、皆真剣な表情で制限時間ぎりぎりま
で自社商品をＰＲするなど、活気に満ちた商談会でした。
　翌日10月2日は、バイヤーの方々向けに瑞泉酒造への企業視察が行われ、泡盛の歴史や製造方法、試飲まで
の行程を終えました。
　商談会を通して成約できた事業者もあり、今後成約の可能性のある商談ができた事業者を含めると42％、
今後の商品提案ルートができた事業者は29％にのぼり、成果の高い結果となりました。参加者からはまた来
年も開催してほしいとの声があり、対面方式での商談会に強い要望がありました。沖縄は首都圏と物理的に距
離があり、都内であまり流通していない珍しい商品も多くあります。1件でも多くの成約ができるよう、また首
都圏への新規販路開拓に繋がるよう、当会議所でも継続して支援していきます。
　遠く沖縄までお越しいただいたバイヤーの皆様、お忙しい中、出店いただきましたサプライヤーの皆様に御
礼申し上げます。

食食
県内食品事業者、コロナで失われていた

ビジネスチャンス獲得に向け、東京へ販路拡大図る。

賑わいを見せる展示試食会の様子 バイヤーへ熱心に自社商品をアピールする事業者

瑞泉酒造での視察の様子商談会の様子
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調査期間：9月10日～9月30日　　
　回答数：806社　　
　調査数：4,242社

那覇商工会議所
第２回 新型コロナウイルスによる 影響調査

① 運転資金調達

② 営業時間の調整

③ 雇用調整

④ 雇用調整助成金申請

⑤ 営業日数の調整

⑥ 営業規模の調整

回答件数

419

328

319

256

204

172 
Ｑ1 新型コロナウイルスの感染拡大は、企

業活動等に影響を及ぼしていますか？

Ｑ4 現在の経済状況が今後も続いた場合、
「倒産・廃業」を考えていますか？

Ｑ3 感染拡大に対して、どのような
経営上の対策をとりましたか？

Ｑ7 これまでにどのような補助金や
融資制度を活用しましたか？

Ｑ5 「倒産・廃業」に関してどの
レベルで考えていますか？

Ｑ6

Ｑ2 現在（令和２年９月１日時点）、どのような影響がでていますか？

Ｑ8 ～自由意見～（総数188件）

　那覇商工会議所は、4,242社（会員企業4,222社、非会員企業20社）を対象として、「第2回新
型コロナウイルス感染症による影響調査」を実施しました。（詳細は当所HPに掲載しています）
　本調査へのご協力、誠にありがとうございました。
　当所は引き続き、中小・小規模企業を全力で支援してまいります。

〇PCR検査の拡充・費用軽減、早期のワクチン開発、検査体制充実な
　どの感染拡大防止策について（33件）
〇各種補助金・支援制度の拡充について（29件）
〇持続化補助金・家賃支援給付金の再度支給・拡充について（17件）
〇補助金などの手続き簡素化について（16件）
〇雇用調整助成金の継続・拡充について（14件）
〇コロナ関連制度融資の継続・拡充・迅速化について（13件）

〇その他意見
・プレミアム商品券の発行
・感染防止に関する費用の補助
・相談窓口を増やして欲しい
・経済回復を第一に考えて欲しい
・コロナ禍の中、いつまで事業を続けられるか不安

倒産・廃業を考えている」の業種別件数と割合（分母は業種別全回答数）

「すでに影響が出ている」の業種別件数と割合（分母は業種別全回答数）

売上・客数の減少（対前年比）の内訳

（複数回答 総回答数：1,275） 

この経済状況が今後も続いた場合、
どの程度の期間、事業の継続が可能
であると考えていますか？

「倒産・廃業」を考えていますか？ 

① 宿泊業
② 旅行業
④ 飲食業
⑤ 医療・福祉
⑥ 小売業
⑦ 教育・学習支援
⑧ 製造業
⑨ 卸売業
⑩ その他
⑪ 運輸業
⑫ 情報通信業
⑬ 不動産業
⑭ サービス業
⑮ 金融・保険業
⑯ 建設業

① 建設業
② サービス業
③ 情報通信業
④ 不動産業
⑤ 運輸業
⑥ 卸売業  
⑦ その他
⑧ 製造業
⑨ 金融・保険業
⑩ 小売業 
⑪ 医療・福祉
⑫ 飲食業
⑬ 旅行業
⑭ 宿泊業
⑯ 教育・学習支援

旅行業
医療・福祉
飲食業
宿泊業
情報通信業
教育・学習支援
その他
小売業
卸売業 
運輸業
サービス業
製造業
建設業
不動産業
金融・保険業

回答数
806社

回答数
806社

回答数
806社

回答数
152社

回答数
806社

① 持続化給付金

② 雇用調整助成金

③ 沖縄県による支援金等

④ 沖縄公庫コロナ特別貸付 

⑤ 家賃支援給付金

⑥ 市町村による支援金等

⑦ その他

⑧ 沖縄県コロナ対応資金

⑨ ＩＴ導入補助金

⑩ ものづくり補助金

回答件数
375

235

183

163

127

88

38

35

16

15

① 売上・客数の減少

② 資金操りの悪化

③ 感染防止対策経費のコスト増

④ 展示会、商談会、イベント等の中止・延期

⑤ 雇用維持が困難

⑥ 取引先の事業停止（休業・倒産等）

⑦ 仕入れ困難・入手コストの増

⑧ その他

回答件数

512

150

148

127

93

69

40

11

（％）

（％）

（％）

（％）

（％）

（％）

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

回答件数
9
12
21
5
11
3
17
34
15
4
16
3
2
0
0

どのような影響がでていますか？（回答事業所数：806、
※複数回答　総回答数：1,150）

（回答事業所数：806、※複数回答　総回答数：1,698）

0 20 40 60 80 100

63.5%  

18.6%　　　　　　　　　

18.4%　　　　　　　　　

15.8% 　　　　　　　　　

11.5% 　　　　　　　　　　

8.6%　　　　　　　　　　　

5.0%　　　　　　　　　　　  

1.4%　　　　　　　　　　　　  

  90.0%
44.4%                              
42.0%                               
41.7%                                

33.3%                                       
30.0%                                         
27.9%                                           

24.5%                                              
20.5％                                                
19.0％                                                  

12.2％                                                       
5.7％                                                              

1.5％                                                                  

46.5%                     

29.2%                                

22.7%                                    

20.2%                                      

15.8%                                         

10.9%                                            

4.7%                                                 

4.3%                                                 

2.0％                                                  

1.9％                                                   

52%              

40.7%                 

39.6%                 

31.8%                      

25.3%                         

21.3%                           

すでに影響が出ている
〈578件71.7％〉

今後影響が出る
可能性がある
〈158件19.6％〉

影響はない
〈68件8.4％〉

回答なし
〈2件0.2％〉

回答なし
〈43件8％〉

約60％減少
〈100件20％〉

約40％減少
〈113件22％〉

約20％減少
〈147件29％〉

約80％減少
〈62件12％〉

約90％減少
〈47件9％〉

回答件数
58
37
9
9
5
13
11
5
1
9
1 
1 
0 
0 
0  

回答件数
12
10
49
25
127
9
42
55
46
15
22
23
86
6
51

「今後影響が出る可能性がある」の業種別件数と割合（分母は業種別全回答数）

今は経営者のみで
考えている
〈91.4％〉

専門家又は支援
機関等に相談中
〈6.6％〉

すでに倒産・
廃業予定である
〈1.3％〉

継続は
可能
〈57.7％〉

1年程度
〈19.4％〉

3ヵ月程度
〈3.8％〉

事業継続は難しい〈2.6％〉

回答なし
〈2.7％〉

半年程度
〈13.8％〉

倒産・廃業を
考えている
〈18.9％〉

考えていない
〈80％〉

回答なし
〈1.1％〉
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調査期間：9月10日～9月30日　　
　回答数：806社　　
　調査数：4,242社

那覇商工会議所
第２回 新型コロナウイルスによる 影響調査

① 運転資金調達

② 営業時間の調整

③ 雇用調整

④ 雇用調整助成金申請

⑤ 営業日数の調整

⑥ 営業規模の調整

回答件数

419

328

319

256

204

172 
Ｑ1 新型コロナウイルスの感染拡大は、企

業活動等に影響を及ぼしていますか？

Ｑ4 現在の経済状況が今後も続いた場合、
「倒産・廃業」を考えていますか？

Ｑ3 感染拡大に対して、どのような
経営上の対策をとりましたか？

Ｑ7 これまでにどのような補助金や
融資制度を活用しましたか？

Ｑ5 「倒産・廃業」に関してどの
レベルで考えていますか？

Ｑ6

Ｑ2 現在（令和２年９月１日時点）、どのような影響がでていますか？

Ｑ8 ～自由意見～（総数188件）

　那覇商工会議所は、4,242社（会員企業4,222社、非会員企業20社）を対象として、「第2回新
型コロナウイルス感染症による影響調査」を実施しました。（詳細は当所HPに掲載しています）
　本調査へのご協力、誠にありがとうございました。
　当所は引き続き、中小・小規模企業を全力で支援してまいります。

〇PCR検査の拡充・費用軽減、早期のワクチン開発、検査体制充実な
　どの感染拡大防止策について（33件）
〇各種補助金・支援制度の拡充について（29件）
〇持続化補助金・家賃支援給付金の再度支給・拡充について（17件）
〇補助金などの手続き簡素化について（16件）
〇雇用調整助成金の継続・拡充について（14件）
〇コロナ関連制度融資の継続・拡充・迅速化について（13件）

〇その他意見
・プレミアム商品券の発行
・感染防止に関する費用の補助
・相談窓口を増やして欲しい
・経済回復を第一に考えて欲しい
・コロナ禍の中、いつまで事業を続けられるか不安

倒産・廃業を考えている」の業種別件数と割合（分母は業種別全回答数）

「すでに影響が出ている」の業種別件数と割合（分母は業種別全回答数）

売上・客数の減少（対前年比）の内訳

（複数回答 総回答数：1,275） 

この経済状況が今後も続いた場合、
どの程度の期間、事業の継続が可能
であると考えていますか？

「倒産・廃業」を考えていますか？ 

① 宿泊業
② 旅行業
④ 飲食業
⑤ 医療・福祉
⑥ 小売業
⑦ 教育・学習支援
⑧ 製造業
⑨ 卸売業
⑩ その他
⑪ 運輸業
⑫ 情報通信業
⑬ 不動産業
⑭ サービス業
⑮ 金融・保険業
⑯ 建設業
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どのような影響がでていますか？（回答事業所数：806、
※複数回答　総回答数：1,150）

（回答事業所数：806、※複数回答　総回答数：1,698）
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25.3%                         

21.3%                           

すでに影響が出ている
〈578件71.7％〉
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約80％減少
〈62件12％〉
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「今後影響が出る可能性がある」の業種別件数と割合（分母は業種別全回答数）
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機関等に相談中
〈6.6％〉

すでに倒産・
廃業予定である
〈1.3％〉

継続は
可能
〈57.7％〉

1年程度
〈19.4％〉

3ヵ月程度
〈3.8％〉

事業継続は難しい〈2.6％〉

回答なし
〈2.7％〉

半年程度
〈13.8％〉

倒産・廃業を
考えている
〈18.9％〉

考えていない
〈80％〉

回答なし
〈1.1％〉
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　「
合
名
会
社
で
い
ご
ホ
テ
ル
」は
、昭
和

41
年
に
沖
縄
市（
旧
コ
ザ
市
）で
創
業
。ベ

ト
ナ
ム
戦
争
さ
な
か
に
米
軍
関
係
者
向
け

に
開
業
し
た
が
、本
土
復
帰
後
は
修
学
旅

行
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等
を
受
け
入
れ
滞
在

型
ホ
テ
ル
と
し
て
地
域
観
光
産
業
の
発
展

に
貢
献
し
て
き
た
。

　
当
社
宮
城
社
長
は
四
代
目
と
し
て
ホ
テ

ル
経
営
を
担
っ
て
き
た
が
、後
継
者
が
不

在
で
悩
ん
で
い
た
。そ
う
し
た
折
、事
業
承

継
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、平
成
30
年
４
月
に
事
業
引
継
ぎ
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
申
込
を
し
た
。当
セ
ン

タ
ー
で
譲
受
先
の
探
索
を
開
始
し
た
と
こ

ろ
、琉
球
銀
行
よ
り
、那
覇
市
で
ホ
テ
ル
を

営
む「
株
式
会
社
南
西
観
光
」の
紹
介
が

あ
っ
た
。

　
デ
イ
ゴ
ホ
テ
ル
と
南
西
観
光
ホ
テ
ル

は
、団
体
客
中
心
の
利
用
が
多
い
と
い
う
こ

と
と
、家
族
経
営
で
あ
る
と
い
う
共
通
点

が
あ
っ
た
。ま
た
、前
述
し
た
理
由
で
両
社

長
の
経
営
理
念
が
一
致
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、引
継
ぎ
条
件
交
渉
は
成
約
に
向
け

前
向
き
に
進
め
ら
れ
た
。

　
譲
渡
条
件
と
し
て「
商
号
の
継
続
」「
従

業
員
全
員
の
雇
用
継
続
」が
基
本
合
意
し
、

令
和
２
年
７
月
22
日
に
譲
渡
契
約
を
締

結
。同
年
８
月
１
日
よ
り
新「
デ
イ
ゴ
ホ
テ

ル
」が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

①
引
継
ぎ
条
件
の
整
備
支
援

②
企
業
評
価
の
算
定
支
援

③
琉
球
銀
行
へ
橋
渡
し
、連
携
し
て
相
手
　

候
補
を
探
索
支
援

【
報
告
者
】

　
沖
縄
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

安
里 

辰
弥

（左）南西観光ホテル大田社長（右）デイゴホテル宮城社長

新・旧社長の歓送迎会

事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の

対
応
内
容

事
業
引
継
ぎ
ま
で
の
経
緯

沖縄県事業引継ぎ　　　支援センター

最近のＭ＆Ａ成約事例最近のＭ＆Ａ成約事例

【事業引継ぎ支援センターの設立目的】
国は、平成23年度から、後継者不在に悩む中小企業・小規模事業者に対して「第三者へ
の事業承継（M&A）を支援するため、産業競争力強化法第127条に基づく認定支援機関
に、事業引継ぎ相談窓口及び「事業引継ぎ支援センター」を設置し支援を行っています。
平成28年度までに、47都道府県に設置を完了し全国展開を実現しています。

沖縄県那覇市久米2-2-10　那覇商工会議所1階
【連絡先】

電話 098-941-1690
事前予約が必要です

■
引
継
ぎ
対
象

　

合
名
会
社
で
い
ご
ホ
テ
ル（
沖
縄
県
沖
縄
市
）　

　
宿
泊
業
　
　
従
業
員
20
名

■
譲   

渡   

者 

／ 

宮
城
　
勝（
65
歳
）

■
譲   

受   

者

　

株
式
会
社
南
西
観
光（
沖
縄
県
那
覇
市
）　
　

　
宿
泊
業
　
　
従
業
員
50
名

　
代
表
取
締
役
　
大
田
　
誉（
48
歳
）

■
譲 

渡 

方 

法 

／ 

出
資
金
譲
渡

■
引
継
ぎ
期
間

　

平
成
30
年
４
月
〜
令
和
２
年
７
月
22
日（
２
年
３
ヶ
月
）

■
支 

援 

方 

法

　
琉
球
銀
行
と
の
連
携

事
業
引
継
ぎ
概
要
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令
和
二
年
十
月
一
日（
木
）十
五
時

よ
り
全
商
女
性
連
合
同
委
員
会・理
事

会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
さ
れ
、当

所
女
性
会
は
那
覇
商
工
会
議
所
会
頭

室
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

　
理
事
会
に
先
立
ち
、合
同
委
員
会
が

実
施
さ
れ
、国
際
環
境
経
済
研
究
所
理

事
・
主
席
研
究
員
の
竹
内
純
子（
た
け

う
ち
　
す
み
こ
）氏
に
よ
る「
二
〇
五

〇
年
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー・温
暖
化

政
策
を
考
え
る
」と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、経
済
成
長
と
比
例
し
て

増
加
す
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
相
関
関

係
を
示
し
、コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
活
動
が

一
時
的
に
停
止
し
た
こ
と
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
２
の
削
減
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
無

き
脱
炭
素
化
の
た
め
持
続
可
能
で
は

な
く
、経
済
の
成
長
を
続
け
つ
つ
も
Ｃ

Ｏ
２
の
増
加
を
切
り
離
す
、減
ら
す
た

め
に
は
、広
い
意
味
で
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
り
、有
効
な
の
は

「
電
源
の
低
炭
素
化
」×「
需
要
の
電
化
」

へ
の
取
組
で
あ
る
と
し
、エ
ネ
ル
ギ
ー

の
変
革
は
社
会
の
変
革
で
あ
り
、「
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
の
向
上
」、「
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
変
え
る
」、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
変
え

る
」こ
れ
ら
が
、持
続
可
能
な
地
域
の

再
構
築
に
つ
な
が
る
と
説
き
ま
し
た
。

県
連
理
事
会
開
催

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
合
同
委
員
会・

理
事
会（
オ
ン
ラ
イ
ン
）が
開
催

　
そ
の
後
、十
六
時
よ
り
理
事
会
が
開

催
さ
れ
、市
瀬
会
長
の
議
事
進
行
に
よ

り
以
下
の
審
議
及
び
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

審
議
事
項

①
二
〇
二
〇
年
度
全
国
商
工
会
議
所

女
性
会
連
合
会
表
彰（
案
）に
つ
い
て

報
告

①
第
十
九
回
女
性
起
業
家
大
賞
の
審

査
結
果
に
つ
い
て

②
第
二
十
回
女
性
起
業
家
大
賞
記
念

事
業
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

③
第
五
十
二
回
全
国
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会
倉
敷
総
会
に
つ
い
て

④
二
〇
二
二
年
度
以
降
の
全
国
商
工

会
議
所
女
性
会
連
合
会
全
国
大
会・総

会
の
開
催
希
望
の
公
募
に
つ
い
て

⑤
そ
の
他

　
主
に
、十
月
二
十
三
日（
金
）開
催
の

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
総

会（
倉
敷
総
会
）時
の
表
彰
対
象
者
の

事
前
承
認
が
行
わ
れ
、そ
の
中
で
当
所

女
性
会
も
組
織
強
化（
会
員
増
強
）表

彰
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
正
式
に
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

　
十
月
二
十
日（
火
）十
五
時
よ
り
浦

添
商
工
会
議
所（
結
の
街
）に
て
、県
連

理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

議
題

①
第
一
〇
九
回
九
州
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会
役
員
会（
沖
縄
開
催
）に

つ
い
て

②
今
年
度
若
手
後
継
者
等
育
成
事
業

費
の
執
行
状
況
に
つ
い
て

③
沖
縄
電
力（
株
）と
の
懇
談
会
の
開

催
に
つ
い
て

④
そ
の
他

　
以
上
、四
項
目
に
つ
い
て
審
議
を
行

い
、特
に
、三
月
に
開
催
予
定
の
九
州

役
員
会
に
関
し
て
は
、当
初
六
月
に
開

催
予
定
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
影
響
に
よ
り
中
止
と

な
っ
た
九
州
大
会
の
内
容
を
部
分
継

承
す
る
た
め
、変
更
点
の
確
認
と
今
後

の
進
め
方
に
つ
い
て
細
部
の
調
整
が

行
わ
れ
ま
し
た
。こ
ち
ら
は
令
和
三
年

三
月
下
旬
に
開
催
予
定
で
、記
念
講
演

の
講
師
に
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル（
株
）代

表
取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
早
瀬
京

鋳（
は
や
せ
け
い
じ
ゅ
）氏
を
お
招
き

す
る
予
定
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

会員の資格

年間１0,000円

女性会の主な活動内容

那覇商工会議所
中小企業相談部女性会事務局

会費

お問合せ先

那覇商工会議所の会員事業所の女性経営
者、役員管理職等（法人・個人は問いません）

（1）女性経営者としての資質を高める研
　　修事業
（2）女性経営者相互の親睦を深める懇親
　　事業
（3） 全国各地の女性会員との交流事業
（4） 結婚・子育て意識の醸成に資する事業

（担当：井上・宮城友希奈）

TEL/098-868-3758

女性会は、女性経営者の立場や目線から、

地域商工業の発展に寄与するとともに、

会員相互の啓発と親睦を図ることを目的

としています。

女性会女性会会員募集中会員募集中
那覇商工会議所那覇商工会議所

自己の改
革と

資質の向
上を

図りたい

色々な経営者から色々なことを学びたい

三役による議事進行

県連理事会の様子

竹内純子氏による講演の様子 中継の様子

倉敷女性会会長からの総会案内 全国理事会の様子渕辺会長による挨拶
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貿易部会開催

後継者塾開催キューバ共和国駐日大使
が表敬訪問

海域ごとのオキナワモズクの
違いをゲノムレベルで解明

那覇商工会議所では、沖縄の自立的発展
と世界の科学技術の向上に寄与すること
を目的としたOIST の理念に共感し、研究
成果を紹介していきます。

　モズク類の養殖は1980年前後から沖縄で定着
しており、沖縄では各海域において特徴的なオキナ
ワモズクが見つかっています。しかしながら冬場の
海水温上昇などの影響によりモズク類の生産量は
いまだ安定しておらず、生産現場ではモズク類の品
種改良株が求められています。陸上植物の品種改
良では主に交雑育種が行われますが、海藻類では
花が咲かないため、交雑の手法が確立していなく
海藻類の品種改良は成功していません。
　研究チームはモズク類の進化過程の解明及び
海藻類初の交雑育種を行うためにオキナワモズク
4つの株のゲノムの解読を行いました。
　解読したゲノムに存在する遺伝子を用いた分子
系統解析の結果、オキナワモズクとその近縁種イト
モズク（2019年に代表者らによりゲノム解読済み）
が分岐して以降、初めにS株（大きく柔らかい藻体）
が誕生し、次に小型化とともにK株（硬い藻体）が出
現、最後にO株（さらに小さく高密度になったもの）
及びC株（大きさは変わらず細い側枝を持ったも
の）が出現したことを突き止めました。これは長い
年月をかけてオキナワモズクが環境に適応し生存
するために取った戦略の結果、つまり蓄積した進化
の賜物といえます。

解読したゲノムを比較したところ、大きな違いは見
られませんでした。しかし、「遺伝子」を比較したとこ
ろそれぞれに固有の遺伝子が全体の2～3.5%
（262～457個）存在すること、オキナワモズク4株
は同じ種ではなく遺伝子が異なっていることが明
らかになりました。今回見つかった特有の遺伝子
群の機能を解析することにより、各株の特徴を生
み出す理由を明らかにすることができる可能性を
示唆しています。
　OIST研究員は、「今回の研究で遺伝子レベルで
の解析から、各海域で採取されたモズクが異なっ
ていることが明らかになったことは、それぞれのオ
キナワモズク株をブランド化できる可能性を示して
います。また複数種のモズク類のゲノム情報が明ら
かになったことにより、交雑育種のための研究基盤
が出揃ったことになります。」と述べています。現在
気候等様々な影響で、モズク類の収穫量は安定し
ていません。今回解読されたゲノム情報を元にした
交雑技術の開発に取り組むことにより、様々な環境
に対応するための品種の育成につながり、さらに
国連が提唱するSDGsの目標への貢献も可能にな
ることが期待されます。

オキナワモズクの地域ブランド化が可能に
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GO TO首里琉染
サンゴ染めでストールを作ろう

首里城近くの染工房「首里琉染」。11/1（日）から
ストールにサンゴ染めができる「ストール特別染
体験」を開催。限定25枚
※無くなり次第終了、料金3,500円+税、所要時
間90分、要電話予約
※1日３回（①9：30～11：00 　②12:30～14：
00　③15：30～17：00）。
さらに11/1～23（月）は、バックなど限定商品が
最大80％offになるセールも開催。  期間中
1万円以上購入すると、オリジナルバッグをプレ
ゼント。お得な商品がたくさんあるこの機会に是
非足をお運びくださいませ。

首里琉染
〒903-0825　那覇市首里山川町1-54

電話 098-886-1131　FAX 098-887-3125
HP：https://www.shuri-ryusen.com/

SHURI RYUSEN



貿易部会開催

後継者塾開催キューバ共和国駐日大使
が表敬訪問

海域ごとのオキナワモズクの
違いをゲノムレベルで解明

那覇商工会議所では、沖縄の自立的発展
と世界の科学技術の向上に寄与すること
を目的としたOIST の理念に共感し、研究
成果を紹介していきます。

　モズク類の養殖は1980年前後から沖縄で定着
しており、沖縄では各海域において特徴的なオキナ
ワモズクが見つかっています。しかしながら冬場の
海水温上昇などの影響によりモズク類の生産量は
いまだ安定しておらず、生産現場ではモズク類の品
種改良株が求められています。陸上植物の品種改
良では主に交雑育種が行われますが、海藻類では
花が咲かないため、交雑の手法が確立していなく
海藻類の品種改良は成功していません。
　研究チームはモズク類の進化過程の解明及び
海藻類初の交雑育種を行うためにオキナワモズク
4つの株のゲノムの解読を行いました。
　解読したゲノムに存在する遺伝子を用いた分子
系統解析の結果、オキナワモズクとその近縁種イト
モズク（2019年に代表者らによりゲノム解読済み）
が分岐して以降、初めにS株（大きく柔らかい藻体）
が誕生し、次に小型化とともにK株（硬い藻体）が出
現、最後にO株（さらに小さく高密度になったもの）
及びC株（大きさは変わらず細い側枝を持ったも
の）が出現したことを突き止めました。これは長い
年月をかけてオキナワモズクが環境に適応し生存
するために取った戦略の結果、つまり蓄積した進化
の賜物といえます。

解読したゲノムを比較したところ、大きな違いは見
られませんでした。しかし、「遺伝子」を比較したとこ
ろそれぞれに固有の遺伝子が全体の2～3.5%
（262～457個）存在すること、オキナワモズク4株
は同じ種ではなく遺伝子が異なっていることが明
らかになりました。今回見つかった特有の遺伝子
群の機能を解析することにより、各株の特徴を生
み出す理由を明らかにすることができる可能性を
示唆しています。
　OIST研究員は、「今回の研究で遺伝子レベルで
の解析から、各海域で採取されたモズクが異なっ
ていることが明らかになったことは、それぞれのオ
キナワモズク株をブランド化できる可能性を示して
います。また複数種のモズク類のゲノム情報が明ら
かになったことにより、交雑育種のための研究基盤
が出揃ったことになります。」と述べています。現在
気候等様々な影響で、モズク類の収穫量は安定し
ていません。今回解読されたゲノム情報を元にした
交雑技術の開発に取り組むことにより、様々な環境
に対応するための品種の育成につながり、さらに
国連が提唱するSDGsの目標への貢献も可能にな
ることが期待されます。

オキナワモズクの地域ブランド化が可能に

NAHA CCI NEWS No.810 NAHA CCI NEWS No.810 2021

Member announcement

Member announcement

GO TO首里琉染
サンゴ染めでストールを作ろう

首里城近くの染工房「首里琉染」。11/1（日）から
ストールにサンゴ染めができる「ストール特別染
体験」を開催。限定25枚
※無くなり次第終了、料金3,500円+税、所要時
間90分、要電話予約
※1日３回（①9：30～11：00 　②12:30～14：
00　③15：30～17：00）。
さらに11/1～23（月）は、バックなど限定商品が
最大80％offになるセールも開催。  期間中
1万円以上購入すると、オリジナルバッグをプレ
ゼント。お得な商品がたくさんあるこの機会に是
非足をお運びくださいませ。

首里琉染
〒903-0825　那覇市首里山川町1-54

電話 098-886-1131　FAX 098-887-3125
HP：https://www.shuri-ryusen.com/

SHURI RYUSEN







12
月
2
日（
水
）

12
月
3
日（
木
）

12
月
6
日（
日
）

12
月
10
日（
木
）〜
11
日（
金
）

12
月
13
日（
日
）

12
月
14
日（
月
）

11
月
16
日（
月
）

11
月
19
日（
木
）

11
月
20
日（
金
）

11
月
22
日（
日
）

11
月
24
日（
火
）

11
月
25
日（
水
）

11
月
26
日（
木
）

11
月
29
日（
日
）

10
月
1
日（
木
）

10
月
1
日（
木
）〜
2
日（
金
）

10
月
2
日（
金
）

10
月
5
日（
月
）

10
月
6
日（
火
）

10
月
7
日（
水
）

10
月
8
日（
木
）

10
月
9
日（
金
）

10
月
14
日（
水
）

10
月
15
日（
木
）

10
月
16
日（
金
）

10
月
18
日（
日
）

10
月
19
日（
月
）

10
月
21
日（
水
）

10
月
22
日（
木
）

10
月
23
日（
金
）

10
月
25
日（
日
）

10
月
26
日（
月
）

10
月
28
日（
水
）

10
月
29
日（
木
）

10
月
31
日（
土
）

11
月

沖
縄
県
制
度
金
融
研
究
会

令
和
２
年
度
第
３
回
沖
縄
県
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
協
議
会

助
成
金
セ
ミ
ナ
ー

第
45
回 

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
検
定
試
験

沖
縄
県
情
報
産
業
協
会
令
和
2
年
度
第

3
回
理
事
会

青
年
部
三
役
会

沖
縄
公
庫
運
営
協
議
会

第
49
回 

カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

検
定
試
験

西
村
経
済
再
生
担
当
大
臣
意
見
交
換
会

　
　
　
　
　
め
ん
そ
ー
れ
！
沖
縄
×
東
京
　

食
品
商
談
会

沖
縄
県
地
域
別
最
低
賃
金
額
改
正
周
知
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

安
全
保
障
貿
易
管
理
説
明
会

G
o 

T
o 

E
a
t
　
W
e
b
説
明
会

経
済
団
体
会
議
、青
年
部
理
事
会

第
6
回
開
催
地
連
絡
協
議
会
兼 

T
E
J
2
0
2
0
開
催
応
援
団
第
3
回
会
議

加
藤
勝
信
新
官
房
長
官
を
囲
む
懇
談
会
、新

会
館
建
設
定
例
会
議

G
o 

T
o
　
E
a
t
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
お
き

な
わ
記
者
会
見

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
2
0
2
0
年
度
第
１

回「
常
任
幹
事
会
」

食
品
表
示
検
定
試
験
対
策
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー

情
報
処
理
技
術
者
試
験

琉
球
泡
盛
海
外
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
９
回

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
合

第
6
次
沖
縄
県
観
光
振
興
基
本
計
画
策
定
に

お
け
る
観
光
関
係
団
体
等
を
含
め
た
意
見
交

換
会

１
回
経
済
対
策
関
係
団
体
会
議

正
副
会
頭
会
議

就
職
氷
河
期
世
代
活
躍
支
援「
お
き
な
わ
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」第
２
回
会
議

第
220
回
珠
算
検
定
試
験

技
術
流
出
防
止
管
理
説
明
会

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
基
礎
編
＆
ス
ト
レ
ス
コ
ー

ピ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
旅
の
祭
典

i
n
沖
縄
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

第
5
回・6
回
創
業
塾

12
月

10
月
事
務
局
日
誌

10
月
事
務
局
日
誌

11
・
12
月
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

11
・
12
月
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

青
年
部
事
会

叙
勲・褒
章
等
合
同
祝
賀
会

第
48
回
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
法
務
検
定
試
験

　
　
　
　
　
九
州
地
区
商
工
会
議
所

「
共
済
制
度
運
営
研
究
協
議
会
」

珠
算
検
定
試
験
、第
40
回 
B
A
T
I
C・

第
29
回
E
C
O
検
定

指
導
員
研
修
特
別
コ
ー
ス
Ａ

～パラサイト～ アラフォー見聞録(44人目) 

　一昔前のアラフォーと言えば、容姿淡麗でマンションに１人暮らし。仕事バリバリの定時出勤、
定時退社、ノー残業でアフターファイブの付き合いは一切なし。自炊などせずフレンチレストラン
のテラス席で優雅にワイングラスを傾ける、女優で言うなら天海祐希というイメージがあった。
しかし今時のアラフォーは親から、「3ヵ月以内に嫁に行くか、さもなければ食費ぐらい入れろ」
と嫌みを言われてもシカトする実家暮しのパラサイト。
仕事ホドホド、出勤はギリギリだが退社は上司よりも
チョー早い。残業は聞こえなかったふりで無視。我が道行く
強い精神力が独身を貫く、糧となっているのかも知れない。
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